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Dr. Ray Cole (Raymond John Cole)
ブリティッシュ・コロンビア大学（UBC：カナダ、バンクーバー市）名誉教授。

ブリティッシュ・コロンビア建築家協会名誉会員、王立カナダ建築家協会フェ
ロー会員。

英国、シティ大学ロンドン（土木学科）卒、ウェールズ・カーディフ市、ウェール
ズ大学博士課程（建築科学専攻）修了。その後、キャリアの大半を建築分野に
従事し、過去40年にわたり建築デザイン領域の環境問題について教鞭を執る。
UBCでは建築・造園学部（SALA）学部長、サステイナビリティ・インタラクティブ
研究センター（CIRS）所長等を歴任した。

1998年にグリーン建築の環境性能と評価システムのベンチマークに関する国
際協働組織「グリーン・ビルディング・チャレンジ（GBC）」を共同設立。その後同

活動は日本を含む世界中に広まり、定期的に開催され続けている「世界サス
テイナブル建築会議（WSBC）」シリーズに発展した。

彼のグリーン建築に関する旺盛かつ国際的な研究、教育、指導的活動に対し、
学術および職能領域における数々の受賞がある。それには、北米における建
築学科の最も優れた教授に贈られる賞、地域の支援活動に対するBC建築家
協会記念賞、USGBC社会支援リーダーシップ賞、CanadaGBC終身リーダーシッ
プ賞などがある。

近年の主な研究テーマは、再生(Regenerative)ディベロップメント＆デザイン、
環境性能評価、人間・人工知能など。

日本とも長年にわたり関係が深く、CASBEEとはその創設前後からUBCやGBC
を通じて、継続的な学術的交流がある。

Last Updated: 17th October 2017
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Reframing Environmentalism: Shaping a Positive Future            
by Dr. Ray COLE, 

Professor Emeritus, The University of British Colombia,
Vancouver, CANADA

Abstract
Environmentalism has been variously framed as concern about and action aimed at
protecting the environment.

Critics argue that its message is alarmist, sets environmental issues apart and
contextually disconnected from other pressing societal concerns, and situates
responsibility and solutions within the domain of a separate movement and its
expertise.

The current period of increasing climate and political uncertainty creates a
qualitatively different context for environmentalism.

これまで、いわゆる「環境主義（Environmentalism）」には、環境を守ることへの関心の増大とともに、
その実現のための行動規範として様々な枠組みが与えられてきた。

しかし、それに対する批判の多くは、そのメッセージが人騒がせなものであり、環境問題をその他の
より緊急性の高い社会的関心から離れた文脈に置いてしまったこと、そして、その責任と方策の所
在を閉ざされた運動の領域や専門性の中に限定してしまったことに言及している。

世界中で気候や政治に関する不確実性が増大しつつある現在、そうした「環境主義」とは質的に異
なる文脈の形成が求められている。
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Ａbｓｔｒａｃｔ (cont’d)

In building design, environmentalism has been exercised through strategies directed
at reducing non‐renewable resource use and pollutant emissions.

What is commonly referred to as “green building” design, for example, has been
almost exclusively directed at reducing the degenerative consequences of the built
environment on the health and integrity of ecological systems rather than
emphasizing positive outcomes.

While important and necessary, such a response is increasingly recognized as being
an insufficient one.

建築デザインにおける「環境主義」は、非再生可能資源の使用および汚染物質の排出を「削減」す
ることを戦略的目標の核として実践されてきた。

すなわち、例えば「グリーン建築」デザインとして広く標榜される内容は、その前向きの効果や成果
を強調することではなかった。むしろ、専ら建築環境が健康に及ぼす悪影響を減らすことや、エコシ
ステムと一体化させるべきであるといった側面に、焦点が当てられてきた。

このような取り組みが重要かつ必要なことはもちろんだが、それだけでは不十分であるという認識
が、ますます高まりつつある。
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Ａbｓｔｒａｃｔ (cont’d)

Rather than reducing destructive impacts, the emerging notion and practice of
regenerative approaches views buildings as catalysts for positive change, adding
value and enabling the full potential of the social and ecological systems to the
unique place they are situated.

Regenerative approaches are therefore inherently hopeful and full of promise – a
marked contrast to the negative messaging of much of the current environmental
discourse. While the technical strategies of green design remain valid, the intention,
language and more comprehensive framing of regenerative development offers
considerable potential to accelerate the development of a shared vision, shared
ownership and shared responsibility.

The most significant and necessary shift does not therefore reside solely at the
strategic level, but in the mind‐set of design teams and clients.

すなわち、近年顕在化しつつある「再生アプローチ」の概念と実践がめざすのは、破滅的な環境負
荷の削減をことさら強調することではない。むしろ、それによって建築物の付加価値が高まり、社会
的、生態的システムが持つあらゆる可能性をまたとない状況に導き、ポジティブな変化を生み出す
触媒的なものとするである。

言い換えれば、この再生アプローチとは元来期待と希望に溢れたものであり、それがこれまで環境
を巡る議論の多くに見られた悲観的なメッセージと対照的に異なる点である。もちろん、グリーンデ
ザインの技術的な戦略は有効であり続けるだろう。その一方で、再生ディベロップメントが意図する
こと、それを伝える言葉、そしてより総合的な枠組みによってビジョンを共有し、その所有や責任の
意味の発展を加速する大きな可能性がもたらされることだろう。

従って、最も重要で必要な変革とは、単に戦略的なレベルにあるのではなく、デザインチームおよ
び発注者の意識や考え方の中にこそあるべきなのだ。
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Ａbｓｔｒａｃｔ (cont’d)

Eventually, perhaps, we will come to view the act of building not as destructive of
natural systems and depleting the earth’s resources but as contributing to and
supporting the creation of a thriving, resilient and abundant world.

To achieve such an ambition, we will need to articulate the vision and associated
values necessary to affect and guide positive change and, in particular, how these
are communicated to a broader public.

Buildings, it would seem, can and should form a critical part of this communication
process.

おそらく、結局は行き着くところ、私たちは建築行為を自然システムの破壊や、地球上の資源枯渇
を招くものとしてではなく、むしろ、豊かに繁栄し、レジリエントな世界の創造に寄与し、それを支援
するものとして捉えることになるだろう。

このような志を達成するには、ビジョンとそれに伴う価値が、前向きな変化を導くのに不可欠なもの

であることを明確にする、とりわけ、それらが広範囲な一般社会といかにコミュニケートできるかに
かかっている。

すなわち、建築は、このコミュニケーション・プロセスの極めて重要な部分を担えるし、またそうなる
べきだ、と思われる。

（英文和訳：岩村和夫）

05



2017/12/11

既 知 推 測
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既 知
何がもっと重要となる

のだろうか?
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“Slogans for the 21st Century” (2014)
One of Canada's most provocative artists and cultural thinkers questions 
what our future holds.
カナダで最も挑発的なアーティストで文化思想家の一人、ダグラス・クープラ
ンドが私たちの未来の姿を問う

These text‐based works consist of thought‐provoking statements that speak emphatically to contemporary citizens,
indicating how much society has changed in one generation and hinting at more dramatic changes to come.

この文章に基づく作品は思想的に挑発する言葉で構成され、現代人に対してはっきりとこの1世代間に社会がど
んなに変化したかを示すとともに、今後どれだけもっとドラマチックに変化するかを暗示している

source: https://textingthecity.wordpress.com/2014/07/11/everywhere‐is‐anywhere‐is‐anything‐is‐everything/

どこもが
どこでもが
なんでもが
すべて

Vancouver 
Art

Gallery
2014
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Use jet while you still can.
People make bad choices when technology changes too quickly.
Welcome to Detroit. The whole world is now Detroit. 
Healthy people are bad for capitalism.
Drones yearn to see you naked.
Friends don’t unfriend friends.
Permanent revolution
Machines will make better choices than humans. They really will.
Looking backward won’t help this time.
Technology favours horrible people.
Robots ate your job for breakfast.
Technology is only remaining link to executionment.
Robots yearn to dethrone you.
Robots push your class buttons.
The past is now useless.
What if there’s no next big thing?
The unanticipated second effects of technology dictate the future.  
Uncreative people use the word robot as a tool to freak you out.
Oh… I see you’re not using a MAC…
Killing people with drone is cheating.
In the future we’ll all be shopping from jail.
Robots don’t buy furniture.
Talking about robots means you hate children and nature.
Science fiction is now just fiction.
A lot of people don’t want progress.
Honk if you’re driving a driverless car.
Machines will make better choices than humans.
Excess leisure time is disaster.
Hack your driverless cars to destroy the speed limit.
Drones and robots are best friend.
It’s all happening way faster than we thought.
Getting shift faced in a driverless car is going to be awesome. 
Hoard anything you can’t download.

21世紀のためのスローガン
Slogans for the 21st Century

by Douglas Coupland,
extracted from his artwork exhibited
at Vancouver Art Gallery 
in 2014;

everywhere
is anywhere
is everything
is anything 
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歴史はもはや現在を理解するのに役立つツールではない
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イヌイット（エスキモー）の地域とコミュニティー

11



2017/12/11 12

2017/12/11

観察、インパクト、そして適応のダイアグラム

主要な問題（以前より暖かく長い秋）

環境変動の観察

その他の環境要素のインパクト

人間に対するインパクト

推奨される適応/ニーズ

Back湾は今後
完全には
凍結しない

以前より暖かく
長い秋

危険な氷域
の表示

薄くなる氷

ひどくなる嵐
（特に秋）

長期化する船によ
る移動

（ソリの代わりに）

嵐が海氷を
破壊する

氷の表面が
荒々しくなる

開いた海域が
増加する

水温が
上昇する

秋は嵐が頻発し船によ
る移動が困難なため、

旅する機会が
極小化する

氷の到来が遅
くなる（現在は

12月末）

陸上の長い
ルートの移動
を強いられる

ガソリン消費
の増大

凍結後に氷上
の降雪が
頻発する

氷が軟化し
たままとなる

限られた陸上で
の狩猟に集中せ
ざるを得ない

動物に対す
る影響への

関心

増大する
移動の危険性

各地域における
捜索・救助活動

の必要性

犬ゾリのチームが
氷上から水没する

事故の増加

行方不明の期間
を短縮する
必要性

氷上から落水した
人を捜索・救助する

必要性の増加

Diagram
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確実な事：地球の気候が変動している
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カテゴリー５*のハリケーンが２つ同じ季節に発生したことは、
気象記録が始まって以来、かつてなかったことである

*ハリケーンはその強度に応じて5段階のカテゴリーに分類され、風速70m/s以上がカテゴリー5である
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気候変動に関する政府間パネル

第一次評価報告書

追加報告書

第二次評価報告書

第三次評価報告書

第四次評価報告書

第五次評価報告書
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気候変動に関する政府間パネル

増大する緊急性
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気候変動に関する政府間パネル

起こりうる 恐らく起こる 確実に起こる
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科学の合理性に対する信頼

政策的合意

科学的合意

地球の救済

異なる信条、イデオロギー、懐疑論を超えて
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気候変動の科学的枠組み

地球温暖化

炭素税 炭素排出

カーボン・オフセット ２℃

排出権取引 350 ppm

カーボン・ニュートラル

気候変動言語
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Michael 'Mike' Hulme (born 23 July 1960) is Professor of Human Geography in the Department of Geography at 
the University of Cambridge. He was formerly professor of Climate and Culture at King's College London (2013‐
2017)
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人間の価値感

感情移入

誠 意 希 望

謙虚さ 信 用

知 恵 信 頼

愛 情

気候変動言語
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「ぼくは環境未来から来たおばけだぞー」

22
Drawing on Charles Dickens’, A Christmas Carol

2017/12/11

「…朝目覚めて、ほとんどの人々は一つでも心配事を
減らそうとし、

一方、環境主義者はそれを増やそうとする。」
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警告、悲観主義、憂鬱な未来の姿からは

一般の人々の関心や関わりを得ることはできない。

24

In this remarkable report  “The Death of Environmentalism”, on how environmentalism 
became a special interest, Michael Shellenberger and Ted Nordhaus suggest that it's 
time to reexamine everything we think we know about global warming and 
environmental politics, from what does and doesn't get counted as “environmental” to.

2017/12/11

「ポジティブで変革的なビジョンは

人々を単に鼓舞するだけでなく…

挑戦すべき想定のための認知空間と

顕在化する新たなアイディアをも生み出してくれる。」
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恐怖ではなく事実を
親のための、環境に関する子ども教育ガイド

希望のためのデザイン
再生する持続可能性への道
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技術革新を伴う
市場、経済、科学

自然システムの進化を伴う
人の切望と行動の再結合

27
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代表的評価ツールの比較対照

統合的プロセス

地域的優先事項

イノベーション

土地利用経済と公害、或いは持続可能な敷地

材料と廃棄物

水

交通

エネルギー

室内環境質、或いは健康、福利

マネジメント

サービスの質

オンサイト環境

オフサイト環境

ﾚﾍﾞﾙ 重み付け前のポイント

必須評価単位

バージョン
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None discuss the way 
messages embedded in the 
language.
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代表的評価ツールの比較対照

CASBEEはポジティブな要素も評価できる
構造を持つのが大きな特徴である

改 善 保 全

努 力

創 造
保 存

適切なマネジメント

環境の質の高度化

不 適 切 回 避

制限 削 減

遮 断

排 除

Q3 敷地内の室外環境

目的

要求事項: NC&CS

LEED CANADA for NC: New Construction & Major Renovations
LEED CANADA for SC: Shell & Core Development

29

Difference between the 
language of LEED and CASBEE



2017/12/11

中新世 鮮新世 更新世 完新世

人新世

マッコウクジラ

サーベルタイガー

マンモス

原始人
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人新世においては、

科学的事実と文化的価値の間の明瞭な違いは認められない
31
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広く知られるフットプリントは、ネガティブな影響を比喩的に象徴するのに用いられ、

一方ハンドプリントとは、持続可能な発展に寄与するポジティブで革新的なマネジメント

を象徴する

現在のフットプリントのアプローチは、個人、組織、
或いは国に対するネガティブな影響に

焦点が当てられる

それに対し、ハンドプリントは、社会的、経済的
次元を含むポジティブな持続可能な影響を

特定、測り、評価することを意味する

32The Sustainable and Health Initiative for Net Positive Enterprise ‐ SHINE –
project at Harvard’s School of Public Health
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フットプリントを減らす ハンドプリントを増やすチ

‐生活の質

‐持続可能性の認識

‐生態系の質

‐社会的利益

‐その他

‐資源の浪費

‐廃棄物の発生

‐排出

‐社会的影響

‐その他

ネガティブな影響を減らすこと ポジティブな影響を増やすことチ

33The Sustainable and Health Initiative for Net Positive Enterprise ‐ SHINE –
project at Harvard’s School of Public Health
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グリーン・デザイン 再生アプローチ

インパクトを再考する 再生可能なアーチ

人的インパクトを減少させる要求
に対応する

再生可
能なアーチ

意図的に便益となる方法で

人的インパクトを増大させる

再生可能なアーチ
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環境的背景 政策的背景

環境主義 保護主義

非物質化 安 全 ポピュリズム 地域主義
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地球の物理的状況を変える 文化的及び政策的状況を変える
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情報の相互連結性を変える ソーシャルメディアの可能性を変える
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富の不均衡
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富の不均衡

「人々が属するシステムの中で成功が望めなければ、

そのシステムを破壊する方法で

外部にそれを求めようとする。」

39

Ngaire Woods is the founding dean of the Blavatnik School of Government and professor of Global Economic 
Governance at the University of Oxford. She was born in New Zealand.
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気候変動：ストレス要因群
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気候変動：ストレス要因群と、それらに対する対応

緩 和 適 応

ストレス要因群

対応策群
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対 応 策

脆
弱

性
可

能
性

金
融
資
源

人
的
資
源

技
術
資
源

脅
威
へ
の
露
出

建
築
環
境
の
感
度

リ
ス
ク
レ
ベ
ル
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対 応 策

政策と法制

人的要因

個々の知識と係わり 土地勘と気遣い ｺﾐｭﾆﾃｨ精神と行動

脅
威
へ
の
露
出

建
築
環
境
の
感
度

リ
ス
ク
レ
ベ
ル
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建築産業

市場変革 業務変革

政策と法制 科学的知見
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広範な一般大衆

建築産業

政策と法制 科学的知見
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中間的役割
緩 和 適 応

集中型

専門知識&権威

分散型人的営み
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中間的役割
緩 和 適 応

トップダウン型

の政策的指示

近隣のボトムアップ型知性と創造的行動主義
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英国における地域主義法2011*に対する対応

地域主義へのガイド 地域主義へのガイド

建築家にとっての機会・パートⅠ 建築家にとっての機会・パートⅡ

近隣を計画する コミュニティの参画権を得る

*The Localism ACT 2011 は、地方議会の権限を変える英国議会法の一つで、
その目的は、中央政府が持つ決定権限の個人や地域への委譲を促進すること
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市民エコロジー*

*都市化地域では、人々の生命は自然環境と都市エコシステムとに深く結びついている。
しかし、これまでの生態科学は、人間行動をその統合的研究領域に含んでこなかった。

この研究・活動の目的は、都市や地域の人々が環境プロジェクトに関わることの便益、都市エコシステムが
コミュニティに与える便益、そして市民による環境保全行動の促進方法を検討することである

SERAはアメリカ・オレゴン州ポートランドに本社を置く建築設計事務所で、ｻｽｲﾅﾌﾞﾙ・ﾃﾞｻﾞｲﾝの権威
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コミュニティの知見 職能的専門知識
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気候変動に対する取り組み（カナダの場合）
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国際的取り組み

カナダ連邦政府の取り組み
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気候変動に対する取り組み（カナダの場合）

地方レベル

52

国際的取り組み

カナダ連邦政府の取り組み

ケベック州の取り組み

オンタリオ州の取り組み

ブリティッシュコロンビア州の取り組み

2017/12/11

気候変動に対する取り組み（カナダの場合）

都市レベル

53

国際的取り組み

カナダ連邦政府の取り組み

モントリオール市の取り組み

トロント市の取り組み

バンクーバー市の取り組み
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カナダ人の選択： 2016

連邦予算における優先項目：

健康保険の充実

減税

高所得者に対する増税

債務削減

中間所得家庭の支援

高齢者の支援増大

貧困子女の減少

交通、道路、インフラ整備

若年層の就業経験支援

気候変動対策

65‐67歳シニアの退職削減

法人税の増大

母国人の支援

軍事力の充実

海外貧困国の支援

カナダ人が連邦予算に求めるもの
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カナダ人の選択： 2016

健康保険の充実

気候変動対策

連邦予算における優先項目：

健康保険の充実

減税

高所得者に対する増税

債務削減

中間所得家庭の支援

高齢者の支援増大

貧困子女の減少

交通、道路、インフラ整備

若年層の就業経験支援

気候変動対策

65‐67歳シニアの退職削減

法人税の増大

母国人の支援

軍事力の充実

海外貧困国の支援

カナダ人が連邦予算に求めるもの
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気候変動が人間の健康に及ぼすインパクト

Source: https://www.cdc.gov/climateandhealth/effects

呼吸系ｱﾚﾙｷﾞｰや喘息

喘息や循環器系疾患

熱中死や循環器系疾患

傷害、死者、精神障害

各種伝染病や寄生虫病

強制移住や地域紛争等に
よる精神障害

栄養失調や下痢疾患
水媒介伝染病やﾊﾞｸﾃﾘｱ増殖

激甚気象 大気汚染

病原菌媒介
生態変動

アレルゲン
の増加

水質汚染水・食糧供給不足

超高熱

環境劣化

気温上昇 激甚気象

CO2増大 海面上昇
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環境対応
・物理的環境
・経済的環境
・社会的環境

↓
＜間接的制御＞

気候変動が人間の健康に及ぼすインパクトに対する対応

ライフスタイル対応
・食生活、睡眠、栄養、運動

↓
＜直接的制御＞

生物医学対応
・遺伝学

↓
＜少/無制御＞
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人間中心の見方 生物中心の見方
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もし私たちが数の上で支配的な種であり、指導的役割を担うのであれば、

私たちには全ての現存する生命体に対して、地球のエコシステムの調和

とバランスを維持する責任がある。

高円宮妃殿下
WSBC2005基調講演より、2005年9月27日、於東京

59



2017/12/11

気候変動は我々の生存を脅かす 気候変動は我々の経済を脅かす
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本物の富をつくる

自然資本 社会資本

生産資本 人的資本

金融資本

本物の富

個々の能力

商品とサービスを提供したり、

その他の形の収益を生み出すた
めに投資された資金

商品やサービスの流通を可能と
する資産

生命を生み、維持し、進化を
可能とする、生命システムの

ネットワーク組織

人々およびグループ間の共同、
信頼、相互利益を強化する能力

活発で、豊かで、レジリエントな、
互いに調和した生態系、コミュニ
ティ、経済を持続可能とする福利

あるいは生活の質の状態
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価値を付加する

調停的参加 近 隣
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境界の拡張
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成功の構成要素を再考する
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「成功がどんなものかをあらかじめ正確には知らずに、

成功の評価方法を考案する…」 David J Snowden

David J Snowden is the founder and Chief Scientific Officer of Cognitive Edge
in Singapore. He has pioneered a science‐based approach to organisational
decision‐making drawing on anthropology, neuroscience and complex
adaptive systems theory（複雑適応系理論）.
He is generally considered to be a pioneer in the application of complex
adaptive systems theory to a range of social issues, and in the development
of narrative as a research method. His use of the Sensemaker methodology
has been applied across government and industry in a variety of fields
including knowledge management, strategic planning, conflict resolution,
weak signal detection, decision support and organisational development.
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デザインにおける革新

プロセス

製 品 サービス
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デザインにおける革新

プロセス

製 品 サービス
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「新しいデザイン・アプローチと、それを支援するツール…は、

まずは新たなイメージの仕方と考え方から始めなければならない。」
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それは、ものごとの見方を変えることから

Changing Perspective
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ものごとの見方を変える

70

2017/12/11

ものごとの見方を変える

気候変動の取り組みに必要なもの 気候変動が我々にもたらすもの
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ものごとの見方を変える

解決を待つ問題 環境的、文化的、政策的事象

政策主体、技術的および行動の変化
が必要

我々がこの地球上で生きる方法や理由
に関する、より広い社会的目標を見直し

再調整する機会を提供する
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ものごとの見方を変える

解決を待つ問題 環境的、文化的、政策的事象解決を待つ問題 環境的、文化的、政策的事象

現在の状況への取り組み問題 未来志向事象
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Conclusions
Rather than reducing destructive impacts, the emerging notion and practice of
regenerative approaches views buildings as catalysts for positive change, adding
value and enabling the full potential of the social and ecological systems to the
unique place they are situated.

Regenerative approaches are therefore inherently hopeful and full of promise – a
marked contrast to the negative messaging of much of the current environmental
discourse. While the technical strategies of green design remain valid, the intention,
language and more comprehensive framing of regenerative development offers
considerable potential to accelerate the development of a shared vision, shared
ownership and shared responsibility.

The most significant and necessary shift does not therefore reside solely at the
strategic level, but in the mind‐set of design teams and clients.

すなわち、近年顕在化しつつある「再生アプローチ」の概念と実践がめざすのは、破滅的な環境負
荷の削減をことさら強調することではない。むしろ、それによって建築物の付加価値が高まり、社会・
生態システムが持つあらゆる可能性をまたとない状況に導き、ポジティブな変化を生み出す触媒的
なものとすることである。

言い換えれば、この再生アプローチとは元来期待と希望に溢れたものであり、それがこれまで環境
を巡る議論の多くに見られた悲観的なメッセージと対照的に異なる点である。もちろん、グリーンデ
ザインの技術的な戦略は有効であり続けるだろう。その一方で、再生ディベロップメントが意図する
こと、それを伝える言葉、そしてより総合的な枠組みによってビジョンを共有し、その所有や責任の
意味の発展を加速する大きな可能性がもたらされることだろう。

従って、最も重要で必要な変革とは、単に戦略的なレベルにあるのではなく、デザインチームおよ
び発注者の意識や考え方の中にこそあるべきなのだ。
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Conclusions (cont’d)
Eventually, perhaps, we will come to view the act of building not as destructive of
natural systems and depleting the earth’s resources but as contributing to and
supporting the creation of a thriving, resilient and abundant world.

To achieve such an ambition, we will need to articulate the vision and associated
values necessary to affect and guide positive change and, in particular, how these
are communicated to a broader public.

Buildings, it would seem, can and should form a critical part of this communication
process.

おそらく、結局は行き着くところ、私たちは建築行為を自然システムの破壊や、地球上の資源枯渇を
招くものとしてではなく、むしろ、豊かに繁栄し、レジリエントな世界の創造に寄与し、それを支援する
ものとして捉えることになるだろう。

このような志を達成するには、ビジョンとそれに伴う価値が、前向きな変化を導くのに不可欠なもの

であることを明確にする、とりわけ、それらが広範囲な一般社会といかにコミュニケートできるかにか
かっている。

すなわち、建築は、このコミュニケーション・プロセスの極めて重要な部分を担えるし、またそうなるべ
きだ、と思われる。

（英文和訳：岩村和夫）
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Thanks for your attention!!
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＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

主 催：グリーン建築推進フォーラム(GBF‐IBEC)

＜第11回月例セミナー／特別講演会＞

日 時：2017年12月11日（月） 15：00～17：30 
場 所：主婦会館プラザエフ3F コスモス（JR四谷駅麹町口前）

演 題：環境主義の再構築：

ポジティブな未来を形づくる

講 師：ブリティッシュ・コロンビア大学名誉教授

Ray COLE 博士

逐語通訳・司会：岩村和夫（東京都市大学名誉教授）

不許無断複製 ⒸRay Cole + Kazuo Iwamura

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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Green Building Promotion Forum グリーン建築推進フォーラム

GBF‐IBEC
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